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うんしゅうみかんの主幹形仕立ての開発 
うんしゅうみかん「石地」は食味が良く、浮皮の発生が少ないため、広島県を代表する中生品種で

す。しかし、従来の開心自然形仕立てでは改植から成園までに時間がかかるのが問題となっています。

そこで広島県立総合技術研究所農業技術センターでは、改植初期から収量性の良い主幹形栽培技術を

開発しましたので紹介します。 

☆ 技術の概要 
１．所内圃場での定植２年目の主幹形「石地」（栽植本数416樹/10a）の収量は、１樹当り4.1kg、10a

当り1,718kg となります。定植３年目の収量は、1樹当り10.6kg、10a当り 4,410kg となります。

定植４年目は4,609kg/10aとなり、開心自然形の4.8倍です（図１、２）。 

２．現地圃場での定植２年目の主幹形「石地」（栽植本数240樹/10a）の収量は、１樹当り5.7kg、10a

当り1,368kgとなります。定植３年目の収量は１樹当り13.9kg、10a当り3,336kgとなります。

定植４年目は3,809kg/10aとなり、開心自然形の1.7倍です（図３、４）。 

３．いずれの試験圃場でも、定植３年目以降、「石地」の成園時の目標収量3,000kgを上回ります。 

４．果実形質では、主幹形栽培は開心自然形に比べ、糖度が２°Brix高く、果皮も赤くなります（表

１）。 

                                                               

☆ 活用面での留意点 
１．詳細については、広島県立総合技術研究所農業技術センター果樹研究部（0846-45-5471）までお

問い合わせ下さい. 

（農研機構 果樹茶業部門 企画管理部 果樹連携調整役  和田 雅人） 
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